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Two methods for experimentally inducing compassionate and self-image goals were tested with 
Japanese undergraduate students. In Study 1, participants wrote a short essay about either (a) an 
instance in which they felt blessed, (b) their desirable self-image, or (c) their activities of the 
previous day (control). However, subsequent compassionate and self-image goals did not differ 
between the three conditions. In Study 2, participants were presented with five values related to 
either compassionate goals or self-image goals, ranked them on how personally important they 
were and wrote an essay about their first-ranked value (Kao, Su, Crocker, & Chang, 2017). 
Both compassionate and self-image goals significantly increased from pre to post-test, but the 
effect was not moderated by condition. Possible reasons for the lack of effect are discussed.  
 




実現するために不可欠だと言われている（Baumeister & Leary, 1995; Deci & Ryan, 2000）。
                                                  







多い（Bartlett & DeSteno, 2006; McCullough, Kilpatrick, Emmons, & Larson, 2001; 








研 究 １ 
方 法 
参加者 大学生 63 名（女性 43 名）が実験に参加した。参加者の平均年齢は 19.2 歳
（SD = 1.21）であった。参加者は 5～10 名の小集団で実験室に訪れ，同意書に署名後，
各自パソコン上で「ウェブ調査」に回答した。実験終了後，参加者は実験の詳細が記
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= 全く心がけようと思わない」から「5 = とても心がけようと思う」の 5 点尺度で回
答した。本研究での信頼性係数 α は，思いやり目標が.73，自己イメージ目標が.76 であ
った。 
最後に操作チェックとして，「あなたは今，自分がどのくらい恵まれていると感じま
すか」という項目に「1 = 全く恵まれていない」から「5 = とても恵まれている」の 5
点尺度で回答を求め，また，「あなたは今，人に良い印象を与えることはどのくらい重







的に有意な差は見られなかった，F(2, 60) = 0.10, p = .91. 自己イメージ目標は自己イメ
ージ条件で最も高くなると予想していたが，こちらも条件間で有意な差は見られなか
った（F(2, 60) = 1.06, p = .35）。 
操作チェック 今現在，自分がどのくらい恵まれていると感じるかをたずねた項目
では，どの条件の平均値も 5点中，4点以上と高かった（Table １参照）。一要因のANOVA
を行ったが，条件間に有意な差は見られなかった（F(2, 60) = .23, p = .80）。 今現在，
人に良い印象を与えることがどのくらい重要なことだと思うかたずねた項目に関して
も，どの条件でも 4 点以上の高い得点となり，条件間の差は見られなかった（F(2, 60) = 
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が最も多かった（21 人中 10 名，48％）。その他の活動としては，映画やテレビ鑑賞が

























Table 1  Means and standard deviations of the major variables by conditions in Study 1 
  
Conditions       
Blessed 
(n = 21) 
Self-image
(n = 21) 
Control 
(n = 21) 
Total 
(n = 63) F(2,60) p 
Blessed feeling M 4.33 4.43 4.48 4.41 0.23 .80 
SD 0.73 0.75 0.60 0.69 
Wanting to give good 
impression 
M 4.14 4.29 4.71 4.38 1.88 .16 
SD 1.15 1.06 0.72 1.01     
Compassionate goals M 3.74 3.81 3.80 3.79 0.10 .91 
SD 0.63 0.41 0.59 0.55 
Self-image goals M 3.80 3.99 4.02 3.94 1.06 .35 
SD 0.64 0.53 0.45 0.54     
 
作文の内容 作文の文字数は 301 から 689 文字で，条件によって文字数に有意な差
はみられなかった（恩恵条件 M = 387.86，SD = 71.29；自己イメージ条件 M = 349.38，
SD = 39.55；統制条件 M = 380.24，SD = 111.90；F(2,60) = 1.36, p = .26）。恩恵条件での











自己イメージ条件では，信頼（約束を守る人，頼られる人）を挙げたのが 21 人中 7
人（33％），社交性（初対面でも打ち解ける人，楽しい人）が 6 人（29％），優しさ・
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研 究 ２ 
方 法 
参加者 大学生 47 名（女性 17 名，平均年齢 19.24 歳，SD = 1.16）が実験に参加した。
参加者は実験終了後に 500 円を謝礼として受け取った。 
手続き 参加者には実験室に来る前に，事前にメールでウェブ調査のURLを送付し，
研究 1 で使用した改良版日本語思いやり目標と自己イメージ目標尺度（新谷, 2016）に
回答した。信頼性は思いやり目標（α = .88）・自己イメージ目標（α = .87）共に十分で
あった。 






































（Crocker, Niiya, & Mischkowski, 2008），思いやり目標も高まるという報告もある（Shade 






の結果は，Kao et al.（2017）が研究 1 で思いやり目標を測定して得られた結果と同じ
であり，自己利益の操作を受けた者の結果は，自己イメージ目標を測定して得られた
結果と同様であったことから，自己超越の操作は思いやり目標を高め，自己利益の操
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件（M = 185.55, SD = 49.92）よりも有意に多かった（t(44) = 3.78, p < .001）。 
思いやり目標条件で，最も大切な価値観としてランキングされたのが「共感・思い





入れること」など，自他共に必要であることを理由に挙げている者が 24 人中 15 人（63％）
いた。 
自己イメージ目標条件では，最も大切な価値観としてランキングされたのが「自信・
























Table 2  Means and standard deviations of compassionate and self-image goals at pre and  
post-tests by conditions in Study 2 
Conditions 
Compassionate Goals  Self-Image Goals  
Pretest Posttest Pretest Posttest 
Compassionate Goals 
Manipulation (n = 24) 
M 4.38 4.86 3.85 3.94 
SD 0.68 0.63 0.65 0.54 
Self-Image Goals 
Manipulation (n = 22) 
M 4.55 4.92 4.00 4.24 
SD 0.75 0.69 0.98 0.79 
 t(44) 0.81 0.30 0.63 1.48 
p .42 .76 .53 .15 
 
あなたは対人関係の中で，以下の事柄をどのくらい心がけたいと思いますか」とした。









あり（F(2, 43) = 22.48, p < .001），プリ・ポストテストと条件の交互作用は有意ではな
かった（F(2, 43) = 1.26, p = .29）。一変量の分散分析では，思いやり目標がプリテスト
とポストテストで有意に増加しており（F(1, 44) = 45.06, p < .001），自己イメージ目標
の増加は有意傾向に留まっていた（F(1, 44) = 2.99, p = .091）。プリ・ポストテストと条
件の交互作用は，いずれの変数においても有意ではなかった（思いやり目標は F(1, 44) 
= .97, p = .33，自己イメージ目標は F(1, 44) = .62, p = .44）。 
作文の内容 作文の文字数は 107 から 324 文字で，平均は 214 文字（SD = 55.67）だ
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まず，アメリカ人を対象にした Kao et al.（2017）の研究では，自己超越と自己利益の




債感が共に喚起されるという報告がある（Layous, Lee, Choi, Lyubormisky, 2013）。負債





日本文化（Markus & Kitayama, 2010）では，自己超越と自己利益の差があまり明確でな
いのかも知れない。 
また，実験操作が対人目標に影響を与えなかった別の理由として，作文をする際に






与えるだけで操作できることがわかっている（たとえば Shimizu, Niiya, & Shigemasu, 
2016）。困難な状況において，自己に対して思いやりをもって接する態度であるセル
フ・コンパッション（Neff, 2011）も簡単な作文をすることで高められることが日本で










研究 2 では，作文を手書きで時間をかけて行わせていた。研究 2 で用いられた価値観
のランキングおよび作文は，自己肯定理論の研究で頻繁に用いられる方法を応用した
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